
2026/10/12（月・祝）

主催：あわじ文化舎（どんざ地域おこし隊、さとおと太鼓研究所 海響舎、AWAJI 藍 LAND project）

後援：淡路市教育委員会
協賛：㈱旭洋淡路、㈱淡陶社、㈱ほくだん、淡波屋、岩屋漁業協同組合、大村農園、おのころ藍、北坂養鶏場、
　　　共和水産㈲、島せっけん、てくてく工房、㈱ニコマート、拝原水産㈲、パソナ農援隊、美湯松帆の郷、
　　　プラーナリゾート、道の駅あわじ、渚のリトリート ロキデアワジシマ
協力：AWAJI EARTH MUSEUM、北淡震災記念公園、兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科、
　　　 兵庫県立淡路景観園芸学校、お話ボランティア「大きな木」、赤穂緞通 六月、織工房いついろ、ピッピアートビレッジ

兵庫県淡路市小倉 173 番 3（北淡震災記念公園内）

場所：AWAJI EARTH MUSEUM

※どんざの展示のみ 10/5 ～ 12

か
つ
て
︑
淡
路
島
の
船
乗
り
が
着
て
い
た
藍
染
の
刺
し
子
着
﹁
ド
ン
ザ
﹂︒

ド
ン
ザ
を
取
り
巻
く
歴
史
文
化
に
関
す
る
解
説
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
︑

藍
染
・
刺
し
子
体
験
︑
紙
芝
居
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
︒

更
に
︑
現
代
版
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ド
ン
ザ
を
着
用
し
た
和
太
鼓
演
奏
も
！

10：00 ～ 16：00　
※入場無料

この事業は、淡路地域づくり活動応援事業の助成を受けて実施しております。

※三ノ宮からも高速バスでアクセス可能



地域について語ろう
１. ディープな歴史文化トーク 

10：30 ～ 12：00　
＠STUDIO

紙芝居

LIVE①13：00 ～ 13：30　@STUDIO
LIVE②14：30 ～ 15：00　＠屋外（ピラミッドの横 芝生ステージ）

さとおと太鼓研究所海響舎が、淡路島に残る漁や糸繰りなどのしごと唄を調査・研究。それらの唄を
足立七海 + 友比古、海響舎による和太鼓演奏などとともに披露します。さらに、本イベントに向けて、
淡路島で活動する、天然素材の衣【Amana】のデザイナーが「どんざ」から現代的に解釈した衣装を
藍染め・刺し子の技術者とともに制作。当日は、その衣装のお披露目も行います。

西海岸の漁師たちのお話など地域にゆかりのある 3 つ
のお話を紙芝居や絵本でお話します。

13:30 ～ 14:00　
@STUDIO

藍染体験 10:00 ～ 16:00  随時受付
＠テラス

ハンドタオルを藍染しよう！
【講師】Awaji 藍 LANDproject ／おのころ藍
参加費：1,000 円　　※数量限定

刺し子柄の缶バッジ（ヘアゴム付き）を作成しよう！
参加費：500 円　　※数量限定

10/5 ～ 12　＠STUDIO

個人所有のドンザを 3 着展示。
※11 日午後～ 12 日のみ、淡路市北淡
　歴史民俗資料館のドンザも 1 着展示。
　（資料館には数着が常設展示されています）
※12 日のみ藍染や糸紡ぎなどの生業に関する
　資料も展示。
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地域について
語ろう

LIVE①

刺し子
体験

紙芝居

LIVE②

・刺し子体験 14:00 ～ 16:00  随時受付
＠STUDIO

かつて、淡路島の船乗りの
仕事着あるいは晴れ着で
あった「ドンザ」。古いもの
から見える淡路島固有の歴
史文化や、古いものが今ど
のように活用されているの
かお楽しみください。

淡路島のしごと唄 LIVE

展示どんざ

問い合わせ先：awajidonza@gmail.com

◆旧北淡町の歴史文化の魅力や文化財を生かした地域づくりについて

◆北淡地域の出稼ぎ文化や、地域資源としてのドンザについて
【話し手】淡路市教育委員会事務局 教育部社会教育課　伊藤 宏幸

２. 語ろう！北淡の面白さ＆地域づくり
【話し手】兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科卒業生　岡本佳奈

会場にお越しの皆さんと北淡地域の隠れた自慢や面白い特長などを教え合い、「どんなふうに地域
発信したらよい？」「こんなことしてみたい」を出し合います。歴史文化が好きな方、地域おこし
に興味がある方、どなたでも大歓迎！聞くだけでも、途中参加でも OK

展示

藍染
体験

【ファシリテーター】兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科 嶽山教授

足立七海 + 友比古、海響舎による LIVE　&　現代版どんざの披露 


